
姫路東高等学校東生会 令和７年度 第１回 

常任幹事会 報告 
日 時：令和７年５月１３日（火）18 時 30 分 
場 所：東生会館 大ホール          

 ＊ゴシック体の部分が、報告の部分です。 

 ＊４月２２日に同じ内容で、正副会長・理事会議を開催しています。 

    
Ⅰ 開会 
   会長挨拶 
    ・東高初の女性校長を迎えました。前職は県の教育次長です。 

・先日のアクリエひめじ大ホールで行われた東高祭を見学した。SSH 発表、文化部ステ

ージなど、大変引き込まれた。ぜひ皆さんも足を運んでみて。 

    校長挨拶 
・20 年ほど教育委員会で勤めた。この 4 月以降、やはり子どもたちが間近にいる現場

はいいなと感じる。 

・東生会からの多大な支援に感謝申し上げる。地域のイベントなど、いろんな所にもお

越しいただき、支援していただいている。 

・生徒には「つながり」を広げていって欲しい。文化祭、短い期間でよくあそこまで仕

上げている。生徒は表現力を持っているなと感じる。東高に来たくて来ている生徒ば

かり。その期待に応えていきたい。 

 

Ⅱ  議事 
 （１）報告事項 
     イ 令和７年度の異動 
        【転入】村田かおり 校長（兵庫県教育委員会教育次長より） 

上村泰之 事務長（県立姫路西高校より) 

・西高を経て東高に。東生会の厚情を実感する。生徒にしっかり還元して、

よりよい学校作りに尽力したい。 

山村竜也 （県立龍野高校より・３５回生）  
・何か一つでも生徒のために出来ることがあればと思う。  

田村孝次 （姫路市立姫路高校より・４４回生） 
・東高に来られて嬉しい。精一杯尽力していきたい。 

 

       【転出】栗林秀忠 校長（県立明石城西高校校長に) 
岡田和志 事務長（県立赤穂高校へ） 
有馬史敏 （退職・東高にて時間講師） 

    ロ （１）新入会員「77 回生」について 
         東生会入会式では山本誠司副会長が歓迎の挨拶 



271 名が入会 
                ・（常任幹事の前田峻聖）卒業後も関わりを持てて嬉しい。わからないこ

とだらけだが、がんばって取り組んでいきたい。 

     （２）77 回生の進路状況 
・高い志を持ってチャレンジし、難関大の合格者も多数でた。SSH１期目の

３～５年目における取り組みも結果につながった。雑誌にも取り上げられ

た。奨学金など、東生会のサポートによるところも大きい。浪人生もそれ

なりにいるが、これも本人が自分の志望を大切にした結果であると考えて

いる。 

      ハ 今年度の入学生（８０回生）について 
             推薦入試 定員 140 名 志願者 234 名 

                一般入試 定員 140 名 志願者 163 名 

                入学者  計 280 名 

    ニ 特色ある事業の報告 
（１）ＳＳＨ事業 

アメリカの国際学会で発表。大学教授や企業などに混じっての発表。練りに練っ

て、積極的に発信を行った。今年度より第2期に。より発展させていく。 

（２）国際交流基金  
           海外研修は3つあるが、これまでそれぞれが独立していたきらいがある。今後は

「国際交流」として一つにまとめて捉えていく。 
「コミュニケーションが不安だったが、体験できてよかった」という生徒の感想

は貴重。今後も継続していきたい。 

   ホ 令和６年度会計監査 別紙 
       ４月７日 東生会館にて 
      福永正彦(17 回)・村山豪彦(24 回)・丸子輝大(47 回)各氏により       
       ヘ 令和６年度奨学金の運営状況並びに交流会 
     “高校生” 梅﨑隆子奨学基金、東生会育英基金 
      “大学生” 振角白鵞奨学基金、東生会育英基金、 

スーパーＫ奨学基金（今回は対象者なし） 
大学生の「奨学生の集い（給付の会）」を３月に開催。それぞれ自分の言葉で将来

の抱負を述べていてよかった。 

    ト 令和６年度維持会費・育英基金の振り込み状況について  
・今後もご協力お願いいたします。 

    チ 高島俊男先生顕彰のその後 
      ・4年前に逝去。中国文学が専門だが、それ以外の方面でも博学。 

残された資料を後世に受け継いでいくべく、東京大学付属図書館の荒木達雄先生

を中心に、旧蔵資料の整理検討会を開いた。リストを作成して、将来の寄贈や寄託

に繋げていきたい。 

   リ 弥生の庭（中庭）の初井しづ枝歌碑建立の延期について 
    ヌ「令和６年度の主な事業報告」 



①  令和６年６月１日（土） 第 22 回総会開催 
  場  所：ホテル日航姫路  
  記念講演：廣岡資生氏（３１回）  

 ② 令和６年８月 東生会名簿 2024 年版発行 
③ 令和６年 12 月 東生会だより 32 号発行  

今後は、従前の３月から(12 月は例外)９月に年１回発行へ 
 ④ 令和７年２月 東生会入会式、弥生の庭の整備事業、その他 

 
 （２）協議事項 
      ア 東生会だより 33 号作成・発行について 
      本年度は９月発行を目標とする。          
   イ 会則の一部変更について  

 ウ 体育館の幔幕について   
       傷んできている。新調か補修を考えている。 

エ 姫路東高校の周年行事について（参考）   
      本校は県女から数えて現在、創立116年目である。周年行事を話題にする時期と

思われる。 

    オ 令和７年度の主な事業計画 

     ４／上～８月 東生会だより編集会議（第１回は４月 18 日に済）  
    ４／22（火） 第１回正副会長・理事会議  
     ５／13（火） 常任幹事会  
    ４月末頃より 高校生の奨学基金募集開始（６月に選定会議予定）  
           大学生の募集は年末頃より  
     ９／27（土） 京阪神支部総会 

10 ～ 11 月   県女の碑の清掃（東光中学校横） 

11／15（土）  東京支部総会   

     １／未定   第２回正副会長・理事会議 

    ２／未定    東生会入会式、弥生の庭の整備事業、その他 

    カ その他  
 
   （３）連絡事項 
      特になし 

 
Ⅲ   閉会  

谷井秀彰副会長(30回生)より挨拶 

本日の会議は、お願いが多かったですが物心両面でのご協力をよろしくお願いします。 

何かあれば事務局までお知らせください。 

 


